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天
承
の
尚
歯
会
に
つ
い
て

―
―
『
長
秋
記
』
の
記
事
か
ら
―
―

北　
　

山　
　

円　
　

正

一

　

中
唐
の
詩
人
白
居
易
が
創
始
し
た
催
し
に
尚
歯
会
が
あ
る
。
七
人
の
老
人

が
集
い
、
そ
の
長
寿
を
こ
と
ほ
い
で
宴
を
開
き
詩
を
詠
じ
た
。
時
に
会
昌
五

（
八
四
五
）
年
三
月
二
十
一
日
、
白
居
易
は
七
十
五
歳
、
場
所
は
東
都
洛
陽

の
履
道
坊
に
あ
る
自
邸
。
そ
の
詩
「
胡
・
吉
・
鄭
・
劉
・
盧
・
張
等
六
賢
、

皆
多
二
年
寿
一、
予
亦
次ツ

グ

焉
。
偶
於
二
弊
居
一、
合
二
成
尚
歯
之
会
一。
七
老
相
顧
、

既
酔
甚
歓
。
静
而
思
之
、
此
会
稀
有
。
因
成
二
七
言
六
韻
一、
以
紀
之
、
伝
二

好
事
者
一
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
七
十
一
・3640

）
に
よ
れ
ば
、
金
が
な
く

と
も
嘆
か
ず
、
酒
が
あ
れ
ば
喜
び
楽
し
む
、
詩
を
二
句
詠
め
ば
元
気
に
な
り
、

酒
を
三
杯
飲
め
ば
意
気
軒
昂
、
七
老
の
長
寿
は
二
疏
を
上
回
り
、
そ
の
人
数

は
商
山
の
四

図
よ
り
多
い（

１
）、
三
神
山
・
五
天
竺（

２
）を
除
け
ば
、
こ
の
会
ほ
ど

の
老
人
の
集
い
は
な
か
ろ
う
と
自
賛
し
て
い
る
。
白
居
易
の
誇
ら
し
げ
な
様

子
が
浮
か
ん
で
来
る
。
詩
題
に
あ
る
と
お
り
、
こ
の
会
で
は
「
七
言
六
韻
」

を
詠
む
。
な
お
白
居
易
の
「
九
老
図
詩
」
序
（
『
白
香
山
詩
集
』
補
遺
巻

下
・3729

）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
の
夏
に
二
人
の
老
人
が
加
わ
り
、
七
老
の

図
に
こ
の
二
人
を
描
き
入
れ
た
と
い
う
。
七
老
ま
た
は
九
老
の
図
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
後
世
に
こ
の
慶
事
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
催
事
は
日
本
に
伝
わ
り
、
早
く
も
貞
観
十
九
（
八
七
七
）
年
の
三
月

に
、
南
淵
年
名
が
小
野
山
荘
で
開
い
て
い
る
。
盛
ん
な
白
詩
受
容
の
潮
流
を

背
景
と
し
た
催
し
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
七
叟
（
七
老
）
の
一
人
菅
原
是
善

が
書
い
た
「
暮
春
南
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
」
序
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・

245
）
に
よ
れ
ば
、
中
国
で
描
か
れ
た
七
叟
の
障
子
絵
が
伝
来
し
て
お
り
、
こ

れ
を
見
て
年
名
が
、
尚
歯
会
は
「
盧
白
」
（
「
盧
」
は
盧
真
、
「
白
」
は
白

居
易
。
と
も
に
七
叟
の
一
人
）
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
、
そ
の
「
旧
蹤
」
を

「
続
」
ぎ
た
い
と
語
り
、
開
催
に
至
っ
た
と
い
う
。
こ
の
会
に
お
い
て
詠
じ

た
詩
は
、
垣え
ん

下が

（
相
伴
に
あ
ず
か
っ
た
人
）
で
あ
っ
た
菅
原
道
真
―
―
是
善

の
男
―
―
の
作
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
78
、
「
暮
春
見
二
南
亜
相
山
荘
尚

歯
会
一
」
）
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
を
日
本
に
お
け
る
嚆
矢
と
し
て
、

以
後
引
き
つ
づ
き
行
わ
れ
た
。

　

つ
づ
い
て
安
和
二
（
九
六
九
）
年
三
月
十
三
日
、
藤
原
在
衡
が
粟
田
山
荘

に
お
い
て
催
し
て
い
る
。
従
来
こ
の
時
の
作
品
は
、
作
文
会
の
詩
序
（
『
本
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朝
文
粋
』
巻
九
・
246
、
菅
原
文
時
「
暮
春
藤
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
」
）
、
七

叟
の
う
ち
文
時
の
二
聯
728
729
・
菅
原
雅
規
の
一
聯
730
（
『
和
漢
朗
詠
集
』

巻
下
・
老
人
）
と
垣
下
の
詩
十
七
首
、
お
よ
び
菅
原
輔
正
・
同
資
忠
・
源
則

忠
の
唱
和
詩
（
『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』
）
が
知
ら
れ
て
い
た
。
近
年
こ
れ

に
加
え
て
、
徳
川
美
術
館
蔵
の
『
尚
歯
会
詩
』
に
収
載
す
る
、
文
時
以
外
の

七
叟
の
詩
―
―
在
衡
の
詩
は
第
十
二
句
の
み
が
残
る
―
―
、
延
暦
寺
の
僧
良

源
と
在
衡
と
の
後
日
の
唱
和
詩
四
首
―
―
『
慈
恵
大
僧
正
拾
遺
伝
』
に
も
収

む
―
―
が
紹
介
さ
れ
、
こ
の
会
の
詩
お
よ
び
後
日
の
唱
和
詩
は
ほ
ぼ
明
ら
か

と
な
っ
た
。
当
時
の
作
文
会
の
記
録
と
し
て
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』
に
は
、
後
日
太
政
大
臣
藤
原
実
頼
と
在
衡
が
唱
和

し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
詩
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
天
承
元
（
一
一
三
一
）
年
の
尚
歯
会
が
つ

づ
く
。
な
お
和
歌
を
読
む
尚
歯
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
藤
原

清
輔
が
承
安
三
（
一
一
七
三
）
年
三
月
十
九
日
に
白
河
の
宝
荘
厳
院
で
開
い

た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
（
『
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
幷
序
』
と
『
愚

昧
記
』
同
日
条
）
。
こ
れ
以
外
に
も
、
嘉
保
二
（
一
〇
九
五
）
年
の
会
―
―

主
催
者
・
開
催
場
所
は
不
明
―
―
（
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
尚
歯
会
和
歌
』
・
岩

瀬
文
庫
蔵
『
尚
歯
会
記
』
）
、
賀
茂
重
保
が
養
和
二
（
一
一
八
二
）
年
に
催

し
た
会
が
あ
っ
た
―
―
場
所
は
不
明
―
―
（
『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
・
205
・

和
歌
、
『
月
詣
和
歌
集
』
）
。
こ
の
よ
う
に
、
頻
繁
で
は
な
い
も
の
の
、
平

安
時
代
に
お
い
て
尚
歯
詩
会
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
３
）。
高
齢
を
貴
ぶ
こ

の
会
は
、
詩
を
詠
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
を
詠
む
和
風
へ
と
変
化
す
る

場
合
も
あ
っ
た
。
貴
族
社
会
に
浸
透
し
た
催
し
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
中
の
天
承
元
年
に
お
け
る
、
藤
原
宗
忠
主
催
の
尚
歯
会

に
ま
つ
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
拠
る
べ
き
資
料
と
し
て
は
、
主
催
者
で
あ
る
藤

原
宗
忠
の
日
記
『
中
右
記
』
を
第
一
に
挙
げ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
こ
の
年
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
。
た
だ
幸
い
な
こ
と
に
、
源
師
時
の

『
長
秋
記
』
が
こ
の
日
の
模
様
お
よ
び
関
連
す
る
こ
と
な
ど
を
記
録
し
て
い

る
。
こ
の
記
事
を
読
み
つ
つ
検
討
を
加
え
て
行
き
た
い
。
『
長
秋
記
』
の
本

文
は
、
増
補
史
料
大
成
（
大
成
）
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
日
を
含
む
天
承
元

年
の
記
事
を
藤
原
定
家
が
書
写
し
て
い
る
（
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
＝
定
。
冷
泉

家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
一
巻
『
古
記
録
集
』
一
九
九
九
年
四
月
・
朝
日
新
聞

社
）
の
で
、
参
照
し
て
適
宜
本
文
を
改
め
た
。
便
宜
に
よ
り
記
事
を
Ⅰ
～
Ⅴ

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
挙
げ
て
訓
読
文
を
付
す
。
ま
た
、
字
体
は
新

字
体
に
統
一
す
る
。

二

Ⅰ�

廿
二
日
己
未
、
入
夜
雨
。
中
宮
大
夫
尚
歯
会
也
。
日
来
有
招
引
。
然
而
猶

与
間
、
不
申
一
定
可
参
之
由
。
其
故
、
堀
川
中
納
言
命
云
、
予
有
招
引
。

然
而
不
入
七
叟
内
、
実
光
・
時
登
、
与
予
同
年
也
。
彼
入
七
叟
、
似
有
行

段
。
是
一
障
也
。
又
勘
先
例
、
七
叟
外
、
非
氏
族
門
生
之
人
会
由
不
詳
。

是
二
障
也
。
仍
不
可
向
也
。
付
此
語
廻
案
故
也
。
倩
案
、
希
代
事
也
。
又

不
可
及
謗
難
歟
。
仍
当
日
綴
蕪
詞
清
書
。

　

�

夜
に
入
り
て
雨
ふ
る
。
中
宮
大
夫
の
尚
歯
会
な
り
。
日ひ

来ご
ろ

招
引
有
り
。
然
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れ
ど
も
猶
与
の
間
、
一
定
参
る
べ
き
由
を
申
さ
ず
。
其
の
故
は
、
堀
川
中

納
言
命お

ほ

せ
て
云
は
く
、
「
予
に
招
引
有
り
。
然
れ
ど
も
七
叟
の
内
に
入
ら

ず
、
実
光
・
時
登
は
、
予
と
同
年
な
り
。
彼
の
七
叟
に
入
る
は
、
行
段
有

る
に
似
た
り
。
是
れ
一
の
障さ
は

り
な
り
。
又
先
例
を
勘か

ん
がふ
る
に
、
七
叟
の
外

に
、
氏
族
門
生
に
非
ざ
る
人
の
会
す
る
由
詳つ
ま
びら
か
な
ら
ず
。
是
れ
二
の
障

り
な
り
。
仍よ

り
て
向
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
ふ
。
此
の
語
に
付
き
て

案
を
廻
ら
す
故
な
り
。
倩つ
ら

つ
ら
案
ず
る
に
、
希
代
の
事
な
り
。
又
謗
難
に

及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
か
。
仍
り
て
当
日
に
蕪ぶ

し詞
を
綴つ

づ

り
清
書
し
た
り
。

　

「
中
宮
大
夫
」
は
藤
原
宗
忠
。
後
文
に
あ
る
と
お
り
こ
の
年
七
十
歳
で
あ

り
、
こ
の
区
切
り
の
年
齢
に
当
た
っ
て
「
尚
歯
会
」
を
企
図
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
『
長
秋
記
』
の
記
者
源
師
時
は
、
こ
の
会
に
招
か
れ
て
い
た
も
の
の
、

た
め
ら
っ
て
は
っ
き
り
（
「
一
定
」
）
参
加
す
る
と
は
伝
え
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
は
訳
が
あ
っ
た
。
兄
で
あ
る
師
頼
（
「
堀
川
中
納
言
」
）
の
こ
と
ば

を
引
い
て
、
そ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
ず
、
自
分
に
「
招
引
」
は
あ
る
。

し
か
し
「
七
叟
」
（
七
老
）
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
藤
原
実
光
と
菅
原

時
登
は
私
と
同
年
で
あ
っ
て
、
七
叟
に
入
っ
て
い
る
。
い
か
に
も
自
分
と
区

別
（
「
行
段（
４
）」

）
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
一
つ
の
障
害
（
「
一
障
」
）
で

あ
る
と
語
っ
た
と
い
う
。
師
頼
の
言
う
と
お
り
「
実
光
、
時
登
」
は
、
後
文

に
と
も
に
「
六
十
二
」
と
あ
る
。
同
時
代
を
生
き
る
師
頼
の
言
葉
で
あ
り
、

尚
歯
会
に
参
加
し
た
師
時
が
明
記
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
人
の
年
齢
記
述

は
確
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
『
古
今
著
聞
集
』
（
巻
四
・
121
・
文

学
）
の
「
尚
歯
会
の
起
源
と
天
承
元
年
三
月
藤
原
宗
忠
の
尚
歯
会
の
事
」
に

は
、
「
右
大
弁
実
光
六
十
三
、
式
部
の
少
輔
菅
原
時
登
六
十
二
」
と
あ
り
、
実
光

の
年
齢
が
異
な
る
。
こ
れ
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
の
記
事
を
正
し
い
と
み

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
何
と
な
れ
ば
、
『
長
秋
記
』
以
外
の
諸
資
料
に
は
、

「
六
十
三
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
長
秋
記
』
に
記
す
実
光
六
十
二
歳
は

重
要
で
は
あ
ろ
う
。
た
だ
、
『
古
今
著
聞
集
』
は
、
諸
資
料
に
よ
っ
て
正
確

な
年
齢
を
記
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
し
、
憤
懣
を
弟
に
ぶ
つ
け
た
師
頼
が
勢

い
に
任
せ
て
、
実
光
と
は
同
年
で
あ
る
と
口
走
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
、
時
登
の
詩
に
は
「
箇
中
最
弟
豈
為
レ
誰

　
（
５
）」
（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
一
・

21
）
、
つ
ま
り
自
分
が
七
叟
の
中
で
最
年
少
だ
と
言
う
の
は
、
実
光
の
一
つ

下
で
あ
る
事
実
を
踏
ま
え
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
加
え
れ
ば
、

七
叟
の
年
齢
を
他
の
資
料
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
『
長
秋
記
』
よ
り
『
古
今

著
聞
集
』
の
方
が
正
し
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る（
６
）。
よ
っ
て
実
光
は
六
十
三
歳
、

時
登
は
六
十
二
歳
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

師
頼
は
さ
ら
に
、
七
叟
の
「
子
族
門
生
」
以
外
の
人
が
会
す
る
理
由
が
分

明
で
は
な
い
、
こ
れ
が
二
つ
目
の
障
害
（
「
二
障
」
）
だ
と
言
う
。
師
頼
・

師
時
兄
弟
は
、
七
叟
の
子
族
で
は
な
い
の
は
も
と
よ
り
、
門
生
で
も
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
自
分
を
垣
下
と
し
て
招
く
の
で
あ
れ
ば
、
通
例
か
ら
外
れ

て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
師
頼
な
り
の
言
い
分
で
あ
る
。
そ
れ
で
会
に

は
行
か
ぬ
と
師
時
に
告
げ
た
の
で
あ
る
。
兄
の
語
る
不
参
加
の
理
由
が
、
師

時
を
躊
躇
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
思
案
の
末
、
こ
の
尚
歯
会
が
「
希

代
事
」
で
あ
り
、
あ
え
て
批
難
す
る
べ
き
で
も
な
い
の
で
、
「
招
引
」
に
応

じ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
師
時
と
し
て
は
、
興
味
を
そ
そ
る
雅
会
で
あ

り
、
断
る
べ
き
特
段
の
理
由
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
師
頼
が
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「
先
例
」
に
徴
し
て
、
こ
の
た
び
の
「
招
引
」
は
不
審
で
あ
る
と
批
判
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
尚
歯
会
開
催
の
あ
り
方
を
文
人
た
ち
は
承
知
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
百
年
以
上
隔
た
っ
た
集
い
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熟
知
し
て

い
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

師
時
は
、
当
日
「
蕪
詞
」
（
拙
い
詩
）
を
作
っ
て
「
清
書
」
し
、
会
に
備

え
て
い
た
。
こ
の
記
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
詩
は
そ
の
場
で
詠
む
の
で
は

な
く
、
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
お
く
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
会

場
で
作
る
人
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
事
前
に
詠
ん
だ
詩
を
携
え
て
や
っ
て

来
る
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

尚
歯
会
の
作
文
会
で
は
、
題
が
そ
の
場
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

ら
し
い
。

　
　

暮
春
南
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
245
）

　
　

暮
春
藤
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
（
同
・
246
）

　
　

暮
春
長
秋
監
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
一
）

は
、
詩
題
を
示
し
て
い
な
い（
７
）。
詩
を
記
録
す
る
際
に
、
端
作
に
は
右
の
よ
う

に
書
き
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
は
詩
型
―
―
後

文
に
は
、
「
前
例
垣
下
詩
六
韻
也
。
而
今
度
可
レ
作
二
四
韻
一
之
由
、
有
二
主

人
命
一
」
と
あ
る
―
―
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
師
時
は
あ

ら
か
じ
め
詠
ん
で
お
い
て
持
参
し
た
の
で
あ
る
。
詩
の
内
容
は
ほ
ぼ
決
ま
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

三

Ⅱ�

申
斜
行
向
。
着
直
衣
。
白
河
上
座
信
縁
法
橋
岡
崎
房
也
。
入
自
門
之
間
、

頭
中
将
宗
能
・
右
少
弁
宗
成
、
出
向
迎
謁
。
南
庭
池
上
、
置
讃
岐
円
座
七

枚
。
東
上
南
面
、
大
納
言
泉
舎
被
坐
、
面
次
被
示
云
、
兼
日
可
会
之
由
、

被
約
束
人
々
変
改
、
一
人
無
来
事
。
年
来
本
意
、
一
日
面
目
也
。
今
日
儀

略
中
略
也
、
一
事
無
存
先
例
。
自
関
白
家
、
可
賜
尚
歯
会
軟
障
幷
鵝
衣
之

由
、
有
恩
約
。
然
而
其
事
已
後
于（
８
）

也
。
且
是
彼
殿
中
不
諧１

之
所
致
也
。
自

幼
少
、
若
余
七
旬
、
可
企
此
会
之
由
、
所
令
存
也
。
而
適
有
天
運
、
余

七
十
。
仍
不
顧
萬
事
、
如
形
有
遂
事
也
。

　
　

１
諧
―
階
（
定
）　

２
有
―
（
定
）
は
判
読
で
き
な
い
。

  �

申さ
る

の
斜
め
に
行
き
向
ふ
。
直
衣
を
着
る
。
白
河
の
上
座
信
縁
法
橋
の
岡
崎

房
な
り
。
門
自
り
入
る
間
、
頭
中
将
宗
能
・
右
少
弁
宗
成
、
出
で
向
ひ
迎

謁
す
。
南
庭
の
池
上
に
、
讃
岐
の
円
座
七
枚
を
置
く
。
東
上
南
面
に
し
て
、

大
納
言
泉
舎
に
坐
せ
ら
れ
、
面
次
に
示
さ
れ
て
云
は
く
、
「
兼
日
会
す
べ

き
由
、
約
束
せ
ら
れ
し
人
々
変
改
し
、
一
人
来
る
事
無
し
。
年
来
の
本
意
、

一
日
の
面
目
な
り
。
今
日
の
儀
は
略
中
の
略
に
し
て
、
一
事
も
先
例
を
存

す
る
事
無
し
。
関
白
家
自
り
、
尚
歯
会
の
軟
障
幷
び
に
鵝
衣
を
賜
ふ
べ
き

由
、
恩
約
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
事
已
に
後
る
る
（
？
）
な
り
。
且
た
是

れ
彼
の
殿
の
中
の
不
諧
の
致
す
所
な
り
。
幼
少
自
り
、
若
し
七
旬
に
余
ら

ば
、
此
の
会
を
企
つ
べ
き
由
、
存
せ
し
む
る
所
な
り
。
而
し
て
適た
ま

た
ま
天

運
有
り
て
七
十
に
余
れ
り
。
仍
り
て
萬
事
を
顧
み
ず
、
形
の
如
く
事
を
遂

ぐ
る
事
有
る
な
り
」
と
い
ふ
。
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「
申
の
斜
め
」
は
、
午
後
五
時
近
く
。
「
直
衣
」
を
着
て
い
る
の
で
、
貴

人
と
し
て
は
略
式
の
服
装
で
あ
る
。
向
か
う
の
は
、
「
信
縁
法
橋
の
岡
崎

房
」
。
「
信
縁
」
（
一
〇
八
四
～
一
一
三
八
）
は
当
時
法
橋
で
あ
っ
た

（
『
中
右
記
』
大
治
五
〈
一
一
三
〇
〉
年
七
月
二
日
）
。
主
人
宗
忠
は
、
そ

の
「
岡
崎
房
」
を
会
場
と
し
て
借
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
門
に
入
る
や
、

宗
忠
の
男
宗
能
と
宗
成
が
出
迎
え
た
。
そ
し
て
、
「
南
庭
」
の
池
の
畔
に
招

き
入
れ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
讃
岐
円
座
」
を
七
枚
敷
い
て
お
り
、
七
叟

の
座
と
し
た
。
一
列
が
、
東
を
上
座
と
し
南
面
し
て
い
た
。
つ
い
で
主
人

「
大
納
言
」
宗
忠
が
「
泉
舎
」
の
座
に
就
い
た
と
あ
る
。
「
泉
舎
」
は
泉
が

湧
き
出
る
あ
た
り
の
建
物
。
七
叟
の
座
は
こ
こ
に
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
主
人
宗
忠
が
、
参
会
の
人
々
に
向
か
っ
て
語
る
。
か
ね
て
こ
の
集
い
に

参
加
す
る
と
約
束
し
た
人
た
ち
の
う
ち
、
約
束
を
変
更
し
た
人
が
あ
っ
た
。

ま
た
一
人
が
来
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
は
後
文
に
あ
る
と
お
り
、
藤
原
基

俊
で
あ
る
。
七
叟
・
垣
下
は
変
動
し
た
ら
し
い
。
何
ら
か
の
事
情
で
辞
退
を

申
し
出
る
者
が
あ
り
、
そ
の
都
度
人
選
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
取
り

上
げ
た
源
師
頼
の
不
満
が
あ
る
よ
う
に
、
招
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
文
人
ら

は
、
宗
忠
の
人
選
を
注
視
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
晴
れ
の

舞
台
の
裏
側
を
語
る
記
録
は
『
長
秋
記
』
し
か
な
く
、
師
時
は
貴
重
な
資
料

を
残
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
づ
い
て
七
叟
が
揃
わ
ぬ
尚
歯
会
で
あ
る
こ
と
へ
の
物
足
り
な
さ
を
滲
ま

せ
つ
つ
も
、
「
年
来
本
意
、
一
日
面
目
也
」
と
開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
喜
び
を

語
っ
て
い
る
。
安
和
二
（
九
六
九
）
年
三
月
に
藤
原
在
衡
が
開
い
て
百
六
十

年
余
の
後
、
ひ
さ
び
さ
の
尚
歯
会
は
耳
目
を
集
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
宗
忠

は
、
誇
ら
し
い
思
い
で
こ
の
催
し
を
迎
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
そ

の
儀
は
「
略
中
略
」
で
あ
り
、
「
先
例
」
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と

告
げ
て
い
る
。
こ
の
略
儀
と
先
例
と
の
相
違
の
一
つ
は
、
「
関
白
家
」
藤
原

忠
通
が
「
恩
約
」
し
た
と
い
う
、
「
尚
歯
会
軟
障
幷
鵝
衣
」
を
備
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
尚
歯
会
軟
障
」
は
、
尚
歯
会
の
場
と
く
に
七
叟

の
座
に
め
ぐ
ら
す
幕
で
あ
ろ
う
。
尚
歯
会
の
た
め
に
誂
え
た
「
軟
障
」
が
、

忠
通
の
も
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
安
和
の
尚
歯
会
で
在
衡
が
用
い
た

も
の
が
、
摂
関
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
「
鵝
衣
」
は
、
鵞
鳥
の
羽
毛
で
織
っ
た

衣
服
で
あ
ろ
う
か
。
安
和
の
尚
歯
会
に
お
け
る
、
七
叟
の
一
人
橘
好
古
の
詩

の
尾
聯
に
は
、

　
　

�

今
日
七
人
衣
一
色
、
誰
知
二
次
第
一
旧
袍
襟
〈
今
日
亜
相
、
各
分
二
七
領

之
鵝○

○衣
一、
以
為
二
七
叟
之
燕
服
一。
故
云
〉
。

と
あ
る
。
主
人
大
納
言
藤
原
在
衡
は
、
七
叟
の
た
め
に
「
鵝
衣
」
を
設
け
、

式
服
と
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
ろ
っ
て
こ
の
服
を
着
た
た
め
、
位
階
の
次
第

は
分
か
ら
な
い
と
、
出
自
や
地
位
と
は
関
わ
ら
な
い
こ
の
会
の
趣
旨
を
象
徴

し
て
い
る
。
宗
忠
も
同
様
の
想
い
で
、
忠
通
の
「
恩
約
」
に
期
待
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
記
の
記
者
源
師
時
の
祖
父
師
房
は
、
尚
歯
会
の
開
催

は
果
た
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
「
鵝○

○衣
一
領
」
を
「
取
儲
」
け
て
い
た
と
後

文
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
衣
服
は
尚
歯
会
に
つ
き
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

安
和
尚
歯
会
の
時
の
詩
序
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
246
、
菅
原
文
時
「
暮

春
藤
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
」
）
に
は
、
「
大
相
国
尊
閣
」
藤
原
実
頼
が
、
在
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衡
が
「
憶
二
旧
遊
於
七
叟
一、
訪
二
芳
躅
於
二
方
一
」
と
聞
い
て
「
嘉
歎
」
し
、

「
倭
漢
両
会
写
真
画
障
各
一
張
」
を
「
贈
」
っ
た
と
あ
る（
９
）。

忠
通
も
こ
の
先

蹤
に
倣
っ
て
関
白
家
と
し
て
、
嘉
会
を
支
援
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
右
の
安
和
尚
歯
会
に
お
け
る
「
七
領
之
鵝
衣
」
が
実
頼
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の
か
ど
う
か
は
不
明
。
尚
歯
会
を
す
る
の
な
ら
、
所
持
す
る
「
軟
障
」
を

与
え
よ
う
と
い
う
、
忠
通
の
「
恩
約
」
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
「
関
白

家
」
の
「
不
諧
」
（
か
な
は
ず
・
と
と
の
は
ず
）
の
事
情
は
不
明
。
関
白
忠

通
と
し
て
も
遺
憾
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

つ
づ
い
て
宗
忠
は
尚
歯
会
へ
の
思
い
を
語
る
。
幼
い
こ
ろ
よ
り
、
こ
の

尚
歯
会
を
開
催
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
た
ま
た
ま

「
天
運
」
が
あ
っ
て
七
十
歳
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
万
事
を
顧
み
ず
、
形
の
ご

と
く
催
す
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
後
半
の
こ
と
ば
は
謙
辞
で
あ
ろ
う

が
、
「
七
旬
」
「
余
二
七
十
一
」
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
日
記
の
後
文
に

は
、
「
正
二
位
行
権
大
納
言
兼
中
宮
大
夫
藤
原
宗
忠
〈
七○

十○

〉
」
と
見
え
る
。

七
十
歳
は
、
尚
歯
会
開
催
の
目
安
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
過
去
の
主
催
者

は
、

　
　

白
居
易　
　

七
十
四
歳

　
　

南
淵
年
名　

七
十
一
歳

　
　

藤
原
在
衡　

七
十
八
歳

と
、
す
べ
て
七
十
歳
以
上
で
あ
る
。
源
師
時
は
、
祖
父
師
房
は
開
催
を
準
備

し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
年
承
保
四
（
一
〇
七
七
）
年
の
二
月
に
薨
去
し
た

と
、
日
記
の
後
文
で
述
べ
て
い
る
。
享
年
七
十
で
あ
っ
た
。

四

Ⅲ�

七
叟
中
、
先
金
吾
基
俊
有
病
不
会
、
只
送
詩
。
雖
遺
恨
、
不
可
闕
如
歟
。

此
後
七
叟
着
庭
座
。
皆
着
衣
冠
。
大
納
言
直
衣
。
算
博
士
従
五
位
上
三
善

為
康
〈
八１

十
二
〉
、
前
左
衛
門
佐
従
五
位
上
藤
原
基
俊
〈
七
十
二
〉
、
不

会
儲
座
。
前
日
向
守
従
五
位
下
清
原
広
俊
〈
七
十
〉
、
正
二
位
行
権
大
納

言
兼
中
宮
大
夫
藤２

原
宗
忠
〈
七
十
〉
、
広３

俊
同
年４

也
。
然
而
依
為
月５

先兄

為

上
。
正
四
位
下
式
部
大
輔
藤
敦
光
〈
六
十
九
〉
、
正
四
位
下
行
右
少
弁
藤６

原
実
光
〈
六
十
二
〉
、
従
四
位
下
式
部
少
輔
菅
原
時
登
〈
六
十
二
〉
。

　
　

�

１
八
十
二
―
年
八
十
二
（
定
）　

２
藤
原
―
な
し
（
定
）　

３
広
俊
―

こ
の
前
に
二
文
字
分
の
空
白
あ
り
（
定
）　

４
年
―
歳
（
定
）　

５
先兄

―
兄
（
定
）　

６
藤
原
―
藤
（
定
）

　

�

七
叟
の
中
、
先
金
吾
基
俊
病
有
り
て
会
せ
ず
、
只
だ
詩
を
送
る
の
み
。
遺

恨
な
り
と
雖
ど
も
、
闕
如
す
べ
か
ら
ざ
る
か
。
此
の
後
七
叟
庭
の
座
に
着

く
。
皆
衣
冠
を
着
く
。
大
納
言
は
直
衣
。
算
博
士
従
五
位
上
三
善
為
康

〈
八
十
二
〉
、
前
左
衛
門
佐
従
五
位
上
藤
原
基
俊
〈
七
十
二
〉
、
儲
け
の

座
に
会
せ
ず
。
前
日
向
守
従
五
位
下
清
原
広
俊
〈
七
十
〉
、
正
二
位
行
権

大
納
言
兼
中
宮
大
夫
藤
原
宗
忠
〈
七
十
〉
、
広
俊
と
同
年
な
り
。
然
れ
ど

も
月
の
先
（
兄
こ
の
か
み）

為た

る
に
依
り
て
上
と
為な

す
。
正
四
位
下
式
部
大
輔
藤
敦

光
〈
六
十
九
〉
、
正
四
位
下
行
右
少
弁
藤
原
実
光
〈
六
十
二
〉
、
従
四
位

下
式
部
少
輔
菅
原
時
登
〈
六
十
二
〉
。

　

こ
の
引
用
冒
頭
の
二
文
は
、
日
記
を
書
い
た
師
時
の
感
想
と
み
て
お
く
。
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宗
忠
は
す
で
に
藤
原
基
俊
の
欠
席
に
つ
い
て
、
「
兼
日
可
レ
会
之
由
、
被
二

約
束
一
人
々
変
改
、
一
人
無
二
来
事
一
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
取
り

上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
「
七
叟
」
の
う
ち
、
基
俊
は
病
気
で
参
加
で
き
ず
、

詩
を
送
る
だ
け
で
あ
っ
た（

（1
（

。
恨
め
し
い
が
休
ま
な
い
で
ほ
し
か
っ
た
と
、
不

十
分
な
状
態
へ
の
無
念
さ
を
明
か
し
て
い
る
。
さ
き
の
宗
忠
の
こ
と
ば
に
は
、

参
会
を
約
束
し
た
人
々
は
次
々
と
変
わ
っ
た
と
あ
る
。
基
俊
の
欠
席
通
知
は
、

開
催
の
直
前
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
師
時
に
よ
れ
ば
、
兄
師
頼
は
七
叟
に

呼
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
候
補
者
に
声
を
掛

け
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
基
俊
か
ら
の
欠
席
の
申
し
入
れ
は

唐
突
で
あ
り
、
意
想
外
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く

基
俊
は
急
な
病
に
見
舞
わ
れ
、
辞
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
ろ
う
。

　

基
俊
の
生
没
年
は
明
確
で
は
な
く
、
諸
説
が
存
在
す
る
。
か
つ
て
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
有
力
な
根
拠
と
な
る
は
ず
の
『
長
秋
記
』
の
記
事
で
は

な
く
、
同
じ
尚
歯
会
の
記
録
で
あ
る
『
古
今
著
聞
集
』
（
巻
四
・
文
学
・

121
、
「
尚
歯
会
の
起
源
と
天
承
元
年
三
月
二
十
一
日
藤
原
宗
忠
の
尚
歯
会
の

事
」
）
の
記
す
「
七
十
六
」
歳
の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。
両
書

の
記
す
七
叟
の
年
齢
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
長
秋
記
』　
　

『
古
今
著
聞
集
』

　
　

三
善
為
康　
　
　
　
　

82　
　
　
　
　
　
　

83

　
　

藤
原
基
俊　
　
　
　
　

72　
　
　
　
　
　
　

76

　
　

清
（
中
）原
広
俊　
　
　
　
　

70　
　
　
　
　
　
　

70

　
　

藤
原
宗
忠　
　
　
　
　

70　
　
　
　
　
　
　

70

　
　

藤
原
敦
光　
　
　
　
　

69　
　
　
　
　
　
　

69

　
　

藤
原
実
光　
　
　
　
　

62　
　
　
　
　
　
　

63

　
　

菅
原
時
登　
　
　
　
　

62　
　
　
　
　
　
　

62

為
康
・
基
俊
・
実
光
の
三
人
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
相
異
が
あ
る
。
基
俊

を
除
く
二
人
の
年
齢
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
の
記
事
の
方
が
正
し
く
、
こ
れ

を
も
っ
て
基
俊
の
年
齢
を
推
定
し
た
。
年
齢
を
確
定
す
る
根
拠
資
料
が
な
い

の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、
現
状
で
は
蓋
然
性
が
高
い
の
は
『
古
今
著
聞
集
』

の
方
で
あ
る
と
考
え
て
お
く
。
詳
し
く
は
前
掲
の
拙
稿
に
拠
ら
れ
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
の
七
叟
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
く
。
「
清
原
広
俊
」
の
「
清

原
」
は
誤
っ
て
い
る
。
『
本
朝
無
題
詩
』
に
五
十
首
余
を
収
め
る
な
ど
、
多

数
の
詩
を
残
す
「
中○

○原
広
俊
」
が
正
し
い
。
定
家
本
も
「
清
原
」
に
作
る
。

　

「
右
少
弁
藤
原
実
光
」
の
「
右
少
弁
」
は
「
右
大○

弁
」
の
誤
り
。
実
光
は
、

大
治
五
（
一
一
三
〇
）
年
十
月
五
日
に
、
左
大
弁
か
ら
右
大
弁
に
転
じ
て
い

る
（
（1
（

（
『
公
卿
補
任
』
）
。

　

敦
光
は
こ
の
時
の
詩
に
、
「
七
十
暮
年
纔
欠
レ

一
、
論
レ
齢
西
嶺
夕
陽

斜
」
（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
一
・
19
、
「
暮
春
長
秋
監
亜
相
山
庄
尚
歯
会

詩
」
）
と
詠
ん
で
お
り
、
「
六
十
九
」
と
一
致
す
る（

（1
（

。

　

菅
原
時
登
は
、
こ
の
時
の
詩
会
の
序
を
作
成
し
て
い
る
。
前
掲
の
『
古
今

著
聞
集
』
（
巻
四
・
文
学
）
に
も
、
「
時
登
、
序
を
ば
書
き
た
り
け
り
」
と

あ
る
。
陽
明
文
庫
所
蔵
『
序
注
』
は
、
そ
の
一
部
を
引
い
て
い
る
。

　
　

�
時
登
尚
歯
会
序
云
、
会
昌
刑
部
十
二
年
之
弟
、
撫
二
鶴
髪
一
而
為
二
唱

首
一、
貞
観
刑
部
八
代
之
孫
、
含
二
燕
弗
一
而
悲
二
先
蹤（

（1
（

一。

時
登
は
、
自
分
は
「
貞
観
刑
部
」
菅
原
是
善
の
「
八
代
之
孫
」
で
あ
る
と
い
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う
。
是
善
は
貞
観
尚
歯
会
の
七
叟
の
一
人
で
あ
り
、
詩
序
の
作
者
で
あ
っ
た
。

安
和
尚
歯
会
の
七
叟
の
一
人
菅
原
文
時
も
詩
序
を
作
成
し
て
い
る
。
時
登
に

は
、
そ
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
は
誇
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
な
お
時
登
は
、

尚
歯
会
を
催
し
た
と
き
に
七
十
四
歳
で
あ
っ
た
白
居
易
の
「
十○

○二
年
之
弟
」

で
あ
る
。
右
の
引
用
箇
所
は
、
対
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
句

は
「
八△

代
之
孫
」
と
は
対
を
な
さ
な
い（

（1
（

。
時
登
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
こ

の
時
の
詩
に
「
賓
主
皤
皤
皆
秀
眉
、
箇
中
最
弟
豈
為
レ
誰
」
（
『
本
朝
無
題

詩
』
巻
一
・
21
、
「
暮
春
長
秋
監
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
」
）
と
、
七
叟
中
の

最
年
少
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

五

Ⅳ�

無
盃
酌
事
、
只
朗
詠
及
数
度
。
少
於１

楽
天
三
年
句
也
。
此
後
昇
堂
上
講
詩
。

七
叟
詩
、
序
者
時
登
、
講
師
広
俊
、
読
師
実
光
朝
臣
。
依
年
歯
次
第
講
之
。

次
講
垣
下
詩
〈
七
言
六
韻
〉
、
講
師
篤
昌
、
読
師
行
盛
、
博
士
文
章
生
当

時
好
文
士
十
五
人
也
。
講
了
退
出
、
子
族
送
。
前
例
垣
下
詩
六
韻
也
。
而

今
度
可
作
四
韻
之
由
、
有
主
人
命
。
不
知
其
故
。
後
左
衛
門
督
、
押
大
納

言
本
韻
。

　
　

１
於
―
出
（
大
成
）　

　

�

盃
酌
の
事
無
く
、
只
だ
朗
詠
数
度
に
及
ぶ
の
み
。
「
楽
天
よ
り
少わ

か

き
こ
と

三
年
」
の
句
な
り
。
此
の
後
堂
上
に
昇
り
て
詩
を
講
ず
。
七
叟
の
詩
は
、

序
者
時
登
、
講
師
広
俊
、
読
師
実
光
朝
臣
。
年
歯
の
次
第
に
依
り
て
講
ず
。

次
に
垣
下
の
詩
を
講
ず
〈
七
言
六
韻
〉
。
講
師
篤
昌
、
読
師
行
盛
。
博
士

文
章
生
当
時
の
好
文
の
士
十
五
人
な
り
。
講
じ
了
り
て
退
出
し
、
子
族
送

る
。
前
例
は
垣
下
の
詩
は
六
韻
な
り
。
而
る
に
今
度
は
四
韻
を
作
る
べ
き

由
、
主
人
の
命
有
り
。
其
の
故
を
知
ら
ず
。
後
に
左
衛
門
督
、
大
納
言
の

本
韻
を
押
す
。

　

「
盃
酌
の
事
」
は
「
無
」
い
と
あ
る
。
宗
忠
の
い
う
「
今
日
儀
略
中
略
」

の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
、
七
叟
・
垣
下
の
詩
に
は
、
「
行
爵
数
巡
須
二
快

飲
一
」
（
実
光
）
、
「
酔
後
閑
行
踏
二
落
花
一
」
（
敦
光
）
、
「
野
酌
頻
巡
唯

任
レ
酔
」
（
基
俊
）
、
「
花
前
会
飲
燕
毛
人
」
（
藤
原
宗
光
）
と
、
飲
酒
を

詠
み
込
ん
で
い
る
。
参
加
し
な
か
っ
た
基
俊
の
詩
に
も
、
「
野
酌
」
「
任
レ

酔
」
と
あ
る
。
こ
の
会
に
「
盃
酌
」
は
付
き
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
先
例
を
み
る
と
、
白
居
易
の
尚
歯
会
詩
に
は
、
「
樽
中
有
レ

酒
且
二
歓
娯
一。
…
…
酒
飲
二
三
杯
一
気
尚
粗
」
、
貞
観
の
是
善
の
詩
序
に
は
、

「
琴
酒
可
三
以
寛
二
老
志
一
」
、
垣
下
菅
原
道
真
の
詩
に
、
「
三
分
浅
酌
花

香
酒
」
、
安
和
の
文
時
の
詩
序
に
は
、
「
情
因
二
詩
酒
一
而
暢
」
、
七
叟
の

詩
に
は
、
「
樽
添
二
緑
醑
一
晴
霞
泛
」
（
橘
好
古
）
、
「
坏
酌
二
流
霞
一
酔
漸

淵フ
カ
シ」

（
十
市
有
象
）
、
垣
下
の
詩
に
は
、
「
酔
浅
為
レ
君
添
二
露
酌
一
」
（
藤

原
雅
材
）
と
あ
る
と
お
り
、
宴
飲
は
通
常
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
尚
歯
会
で

酒
を
飲
む
と
詠
む
の
は
し
か
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
盃
酌
」
の
有
無
は

と
も
か
く
と
し
て
、
詩
に
酒
を
詠
み
込
む
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

「
盃
酌
」
は
な
い
も
の
の
、
「
朗
詠
」
が
「
数
度
」
あ
っ
た
。
朗
唱
し
た

の
は
、
安
和
の
尚
歯
会
の
詩
序
「
文
時
少
二
於
楽
天
一
三
年
、
猶
已
衰
之
齢

也
、
遊
二
於
勝
地
一
一
日
、
非
二
是
老
之
幸
一
哉
」
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
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246
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
726
・
老
人
）
。
『
古
今
著
聞
集
』
に
よ
れ
ば
、

「
な
べ
て
四
五
反
に
及
ぶ
。
右
大
弁
・
式
部
の
大
輔
ぞ
詠
じ
け
る
」
と
あ
る
。

「
右
大
弁
」
は
藤
原
実
光
、
「
式
部
大
輔
」
は
藤
原
敦
光
。
と
も
に
七
叟
の

一
人
。
そ
し
て
、

　
　

�

ま
た
「
岸
風
に
力
を
論
ず
れ
ば
」
の
句
、
「
蓬
鬢
商
山
」
の
句
、
「
酔

ひ
て
花
に
対
す
」
の
句
等
、
再
三
詠
じ
て
、
す
で
に
幽
興
に
入
り
け
り
。

と
つ
づ
く
。
「
岸
風
に
力
を
論
ず
れ
ば
」
は
、
菅
原
文
時
「
林
霧
校
ク
ラ
ブ
レ
バ

レ

声
鶯

不
レ
老
、
岸
風
論
レ
力
柳
猶
強
」
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
729
・
老
人
）
、

「
蓬
鬢
商
山
」
は
菅
原
雅
規
「
蓬
鬢
商
山
前
日
雪
、
華
首
履
道
昔
春
風
」

（
『
尚
歯
会
詩
』
）
、
「
酔
ひ
て
花
に
対
す
」
は
、
同
「
酔
対
二
落
花
一
心

自
静
、
眠
思
二
余
算
一
涙
先
紅
」
（
『
尚
歯
会
詩
』
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻

下
・
730
・
老
人
）
。
と
も
に
安
和
の
尚
歯
会
に
お
け
る
詩
。
白
居
易
の
詩
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
前
回
の
催
し
で
あ
る
安
和
の
尚
歯
会
の
詩
と
詩
序
は

尊
重
さ
れ
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
度
の
尚
歯

会
で
は
、
朗
唱
の
句
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
句
の
朗
詠
は
、
独
特

の
風
趣
を
醸
し
た
よ
う
で
あ
り
、
「
幽
興
に
入
り
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

『
古
今
著
聞
集
』
（
巻
四
・
121
）
は
、

　
　

�

昔
は
、
こ
の
座
に
し
て
盃
酌
あ
り
て
、
あ
る
い
は
詩
を
作
り
、
あ
る
い

は
管
絃
を
命
じ
て
、
心
に
ま
か
せ
て
終
日
遊
戯
し
け
る
。
今
ぞ
か
や
う

の
こ
と
も
絶
え
は
べ
り
ぬ
る
、
口
惜
し
き
か
な
。

と
す
で
に
尚
歯
会
の
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
触

れ
て
い
る
「
管
絃
」
も
、
か
つ
て
は
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
白
居
易
の
尚
歯

会
で
は
、
七
叟
の
詩
に
は
「
酔
舞
」
「
歌
声
」
な
ど
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は

酔
い
に
任
せ
て
舞
い
歌
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
撃
レ
筑
謳
歌
任
二

褐
裾
一
」
（
『
白
香
山
詩
集
』
補
遺
巻
下
、
吉
皎
「
七
老
会
詩
」
）
と
い
う

表
現
は
あ
る
も
の
の
、
楽
器
の
名
前
は
こ
こ
に
し
か
な
く
、
こ
の
会
で
は
管

絃
を
奏
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
貞
観
の
尚
歯
会
で
は
、
「
一

曲
偸
聞
葛
調
絃
」
（
道
真
）
、
安
和
で
は
、
文
時
の
詩
序
に
、
「
風
舞
詠

歌
」
「
歌
舞
興
酣
」
と
あ
る
が
、
奏
楽
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
「
管

絃
」
が
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
七
叟
の
詩
に
は
、
「
管
絃
声
緩
舞
相

親
」
（
橘
雅
文
）
、
垣
下
の
詩
に
は
、
「
一
曲
聞
レ
琴
声
調
レ
葛
」
（
藤
原

在
国
）
な
ど
と
見
え
る
。
宴
飲
・
管
絃
が
実
際
に
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
詩
文
に
は
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
『
古
今
著
聞
集
』
の

い
う
と
こ
ろ
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

朗
詠
の
後
、
「
堂
上
」
で
詩
の
披
講
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
七
叟
の
詩
。
そ

の
「
次
第
」
は
「
年
歯
」
に
依
る
。
つ
ま
り
三
善
為
康
か
ら
菅
原
時
登
へ
と

年
齢
順
に
披
露
さ
れ
る
。
こ
れ
は
位
階
・
官
職
に
よ
っ
て
披
講
の
順
が
決
ま

る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
尚
レ
歯
不
下
依
二
官
職
一
重
上
」
（
安

和
尚
歯
会
の
垣
下
源
信
正
の
詩
）
と
あ
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
「
依
二

年
歯
次
第
一
講
之
」
は
、
尚
歯
会
の
性
格
を
よ
く
示
す
記
事
で
あ
る
。
「
序

者
」
「
講
師
」
「
読
師
」
は
、
七
叟
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
詩
型
は
七

言
六
韻
。
白
居
易
が
こ
の
会
を
創
始
し
た
と
き
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

次
に
垣
下
の
詩
。
「
講
師
」
「
読
師
」
は
、
七
叟
の
詩
の
場
合
と
は
異
な

る
。
「
講
師
」
は
藤
原
篤
昌
、
「
読
師
」
は
藤
原
行
盛
。
垣
下
は
、
文
章
博

士
、
文
章
生
ら
、
好
文
の
士
十
五
人
。
「
前
例
」
で
は
「
垣
下
の
詩
」
は
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「
七
言
六
韻
」
で
あ
っ
た
。
貞
観
尚
歯
会
の
垣
下
で
あ
る
道
真
、
安
和
の
時

の
垣
下
は
、
「
七
言
六
韻
」
の
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
は

「
四
韻
」
で
作
る
よ
う
、
「
主
人
」
宗
忠
の
指
示
が
あ
っ
た
。
『
本
朝
無
題

詩
』
（
巻
一
）
に
収
め
る
、
藤
原
顕
業
・
藤
原
宗
光
「
暮
春
見
二
厳
閣
亜
相

山
庄
尚
歯
会
一
詩
」
（
18
20
）
は
「
七
言
四
韻
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
確

認
で
き
る
。
こ
の
二
人
は
垣
下
で
あ
る
。
宗
忠
の
指
示
の
理
由
は
不
明
。
垣

下
に
は
、
『
長
秋
記
』
の
記
者
源
師
時
、
右
の
篤
昌
、
行
盛
、
顕
業
、
宗

光
ら
の
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
自
注
「
七
言
六
韻
」
は
、
「
次
講
二
垣

下
詩
一
」
に
付
す
べ
き
で
は
な
い
。
垣
下
は
四
韻
を
詠
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
七
叟
詩
」
に
付
す
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

「
左
衛
門
督
」
は
藤
原
実
行
。
こ
こ
で
は
後
日
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

主
人
で
あ
る
「
大
納
言
」
宗
忠
が
用
い
た
韻
に
よ
っ
て
詩
を
詠
じ
た
と
い
う
。

宗
忠
の
詩
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
韻
は
不
明
。
実
行
は
こ
の
会
に
加
わ

わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
無
念
さ
を
詩
に
託
し
て
宗
忠
に
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
尚
歯
会
は
滅
多
に
催
さ
れ
な
い
佳
会
で
あ
り
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
詩

人
・
文
人
は
痛
恨
の
思
い
を
抱
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
安
和
尚
歯
会
の
詩

を
集
め
た
、
『
尚
歯
会
詩
』
『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』
に
は
、
そ
う
い
っ
た

詩
人
た
ち
の
思
い
を
綴
っ
た
詩
を
載
せ
て
い
る
。

六

Ⅴ　

�

土
御
門
大
臣
殿
、
設１

此
会
時
、
尚
歯
会
軟
障
々
子
七
脚
有
台
、
硯
七
、

鵝
衣
一
領
取
儲
給２

也
。
然
而
其
年
二
月
薨
給
了
、
不
遂
事
云
々
。
故
殿

御
語
也
。

　
　
　

１
設
―
欲設
カ

（
大
成
）
・
欲
（
定
）　

２
給
―
ナ
シ
（
大
成
）

　
　

�

土
御
門
の
大
臣
殿
、
此
の
会
を
設
け
し
時
、
尚
歯
会
の
軟
障
々
子
七
脚

の
台
有
る
、
硯
七
、
鵝
衣
一
領
取
り
儲
け
給
ふ
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の

年
の
二
月
に
薨
じ
給
ひ
了
り
て
、
事
を
遂
げ
ず
と
云
々
。
故
殿
の
御
語

な
り
。

　

Ⅴ
は
、
大
成
・
定
家
本
と
も
に
一
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
様
に

引
用
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
日
の
記
事
で
は
な
く
、
過
去
の
尚
歯
会
に
関
連
し

た
内
容
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

「
土
御
門
大
臣
殿
」
は
、
源
師
房
（
一
〇
〇
八
～
一
〇
七
七
）
。
村
上
源

氏
。
中
務
卿
具
平
親
王
の
嫡
男
。
従
一
位
右
大
臣
。
和
漢
兼
才
の
人
で
あ

り
、
中
下
級
層
の
詩
人
歌
人
ら
を
庇
護
し
た
。
師
頼
・
師
時
の
祖
父
。
こ
の

師
房
が
尚
歯
会
を
開
こ
う
と
し
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、
「
軟
障
々
子
」

「
硯
」
「
鵝
衣
」
な
ど
を
用
意
し
て
い
た
。
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
『
長
秋

記
』
は
、
藤
原
忠
通
か
ら
宗
忠
に
、
「
尚
歯
会
軟
障
幷
鵝
衣
」
を
賜
う
と

約
束
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
師
房
も
同
じ
よ
う
に
、
開
催
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
年
の
二
月
十
七
日
に
薨
去
し
、
尚

歯
会
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
以
上
は
師
時
の
父
左
大
臣
俊
房

（
一
〇
三
五
～
一
一
二
一
）
の
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
師
房
は
享
年
七
十
。

文
人
と
し
て
な
し
遂
げ
た
い
会
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
無
念
で
あ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
師
時
も
そ
の
思
い
を
推
し
は
か
り
、
こ
の
記
事
を
付
け
加
え
た
の

で
あ
ろ
う
。
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七

　

以
上
、
源
師
時
の
『
長
秋
記
』
の
記
事
を
も
と
に
、
藤
原
宗
忠
が
催
し
た

尚
歯
会
の
中
身
や
、
そ
れ
以
前
に
催
さ
れ
た
会
と
の
繫
が
り
、
会
の
特
質

等
々
に
つ
い
て
、
気
付
く
ま
ま
に
述
べ
た
。
貞
観
・
安
和
の
尚
歯
会
に
比
べ

れ
ば
、
会
を
め
ぐ
る
様
々
な
内
容
を
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
一
つ
は
、
開
催
の
経
緯
や
七
叟
の
人
選
で
あ
る
。
繰
り
か

え
し
に
な
る
が
、
主
催
者
宗
忠
の
日
記
『
中
右
記
』
が
こ
の
年
の
記
事
を
欠

く
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
『
中
右
記
』
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
政

治
・
社
会
・
文
化
等
に
つ
い
て
丁
寧
に
書
き
記
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
尚

歯
会
に
つ
い
て
も
、
そ
の
前
後
の
記
事
も
含
め
て
、
貴
重
な
情
報
を
提
供
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

最
後
に
こ
の
尚
歯
会
の
後
日
談
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
『
長
秋
記
』

の
長
承
二
（
一
一
三
三
）
年
九
月
五
日
条
に
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

晴
。
源
大
納
言
来
給
、
相
続
時
登
朝
臣
来
。
源
大
納
言
云
、
去
八
月
十
五
日

月
詩
、
人
思
履
道
暮
春
遊
。
倩
案
此
句
、
不
被
甘
心
。
故
何
。
彼
時
詩
人
、

皆
非
老
人
。
若
人
多
交
者
、
何
似
尚
歯
会
哉
。
会
者
皆
為
老

歟
、
尤
可
然

也
。
菅
博
士
云
、
月
照
時
、
不
論
老
若
、
鬚
皆

然
也
。
仍
作
此
句
。
専
非

作
年
歯
者
。
大
納
言
尚
有
傾
給
気
。
於
下
官
、
不
為
強
難
。
謂
文
章
只
如
此

歟
。

晴
れ
。
源
大
納
言
来
り
給
ひ
、
相
続
ぎ
て
時
登
朝
臣
来
る
。
源
大
納
言
云

は
く
、
「
去
る
八
月
十
五
日
の
月
の
詩
の
、
「
人
は
思
ふ 

履
道
暮
春
の
遊

び
」
。
倩つ
ら

つ
ら
此
の
句
を
案
ず
る
に
、
甘
心
せ
ら
れ
ず
。
故
は
何
ぞ
。
彼
の

時
の
詩
人
、
皆
老
人
に
は
非
ず
。
若
き
人
多
く
交ま
じ

り
た
れ
ば
、
何
ぞ
尚
歯
会

に
似
む
や
。
会
す
る
者 

皆
老

た
る
か
、
尤
も
然
る
べ
き
な
り
」
て
へ
り
。

菅
博
士
云
は
く
、
「
月
照
ら
す
時
、
老
若
を
論
ぜ
ず
、
鬚 

皆

然
た
る
な

り
。
仍
り
て
此
の
句
を
作
れ
り
。
専
ら
に
年
歯
を
作
す
に
非
ず
」
て
へ
り
。

大
納
言
尚
ほ
傾
き
給
ふ
気
あ
り
。
下
官
に
お
い
て
は
、
強
難
を
為
さ
ず
。
文

章
と
謂
ふ
は
只
だ
此
く
の
如
き
か
。

　

源
師
時
の
と
こ
ろ
へ
、
兄
大
納
言
師
頼
が
訪
れ
、
つ
い
で
菅
原
時
登
が

や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
師
頼
が
時
登
に
問
い
か
け
る
。
先
月
十
五
日
の
「
月

詩
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
一
句
「
人
思
履
道
暮
春
遊
」
―
―
詩
の
全
体

は
残
っ
て
い
な
い
―
―
の
表
現
は
好
ま
し
く
な
い
と
批
判
す
る
。
そ
の
時
の

詩
人
は
皆
が
老
人
な
の
で
は
な
か
っ
た
。
若
い
人
も
多
く
加
わ
っ
て
い
た
の

だ
か
ら
、
ど
う
し
て
尚
歯
会
に
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
参
加
者
が
皆
白

髪
の
老
人
な
ら
そ
れ
で
よ
い
だ
ろ
う
が
と
、
自
説
を
述
べ
な
が
ら
追
及
し
て

い
る
。

　

師
時
は
尚
歯
会
の
垣
下
の
一
人
。
そ
の
兄
師
頼
は
、
同
年
の
実
光
・
時
登

が
七
叟
に
選
ば
れ
た
の
に
、
自
分
が
選
に
漏
れ
た
こ
と
が
不
満
で
あ
っ
た
。

師
頼
が
問
題
に
す
る
、
先
月
の
八
月
十
五
夜
に
あ
っ
た
作
文
会
の
、
開
催
の

場
所
・
主
催
者
な
ど
は
不
明
。
時
登
の
一
句
の
「
履
道
」
は
、
白
居
易
の
邸

が
あ
っ
た
所
。
「
暮
春
」
は
三
月
。
こ
の
一
句
は
、
白
居
易
の
尚
歯
会
を
踏

ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
そ
の
詩
に
は
「
会
昌
五
年
三○

○月
二
十
一
日
、
於
二
白
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家
履○

○道
宅
一
同
宴
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
七
十
一
・3640

）
と
あ
る
。
八
月

十
五
夜
の
月
に
照
ら
さ
れ
た
人
々
の
頭
髪
が
皆
白
い
こ
と（

（1
（

か
ら
、
白
居
易
が

開
い
た
尚
歯
会
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
師
頼
は
、
参
会
者

の
年
齢
を
勘
案
し
て
、
表
現
の
不
適
切
を
主
張
す
る
。

　

一
方
の
「
菅
博
士
（
（1
（

」
（
時
登
）
が
説
明
す
る
。
月
が
照
ら
せ
ば
「
老
若
」

に
関
わ
り
な
く
「
鬚
」
は
「

然
」
白
く
見
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の
句
を

詠
み
ま
し
た
。
「
専
非
レ
作
二
年
歯
一
」
年
齢
に
こ
だ
わ
っ
て
表
現
し
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
。
こ
の
反
駁
に
対
し
て
、
師
頼
は
な
お
「
尚
有
二
傾
給

気
一
」
不
審
の
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
自
分
（
「
下
官
」
＝
師

時
）
は
、
「
強
難
」
厳
し
く
批
判
を
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
「
文
章
」
詩

文
・
表
現
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　

師
頼
の
批
難
は
、
理
屈
を
優
先
し
た
物
言
い
で
あ
り
、
表
現
の
妙
を
汲
み

取
ろ
う
と
し
て
い
な
い
。
時
登
は
、
月
に
照
ら
さ
れ
て
白
く
映
る
人
々
の

「
鬚
」
を
、
尚
歯
会
の
七
叟
の
よ
う
だ
と
喩
え
た
。
こ
の
発
想
を
表
現
の
眼

目
と
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
七
叟
と
な
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
た

一
句
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
誇
ら
し
さ
も
込
め
て
い
よ
う
か
。
師
時

の
態
度
は
い
た
っ
て
冷
静
で
あ
る
。
師
頼
の
姿
勢
は
強
引
に
も
見
え
る
。
こ

れ
は
二
年
前
の
尚
歯
会
で
、
七
叟
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
今
も
っ
て

引
き
ず
っ
て
い
る
の
か
と
も
思
え
る
。
師
時
が
日
記
に
書
き
と
め
て
い
る
の

は
、
文
事
に
お
け
る
逸
事
を
伝
え
よ
う
と
し
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
七
叟
に

選
ば
れ
る
の
は
、
詩
人
・
文
人
に
と
っ
て
重
大
事
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
を
想

像
さ
せ
る
や
り
と
り
に
も
映
る
。
な
お
こ
の
記
事
に
は
関
連
す
る
資
料
は
な

く
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

八

　

尚
歯
会
は
、
敬
老
の
会
で
あ
り
、
作
文
会
で
あ
っ
た
―
―
歌
会
に
つ
い
て

は
触
れ
な
い
―
―
。
こ
こ
で
は
年
齢
が
尊
重
さ
れ
、
世
俗
の
位
階
・
官
職
の

上
下
と
は
関
わ
ら
な
い
。
天
承
元
（
一
一
三
一
）
年
の
尚
歯
会
の
前
は
安
和

二
（
九
六
九
）
年
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
一
六
〇
年
余
。
さ
ら
に
溯

れ
ば
、
貞
観
十
九
（
八
七
七
）
年
の
開
催
で
あ
り
、
滅
多
に
な
い
文
人
の
集

い
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
創
始
者
が
中
唐
の
白
居
易
で
あ
る
の
で
、
詩
人
・

文
人
に
は
思
い
入
れ
の
あ
る
会
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
い
っ
た
心

の
内
が
、
『
長
秋
記
』
か
ら
は
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
主
人
宗
忠
が
催
そ
う

と
し
た
思
い
や
、
準
備
の
一
面
な
ど
、
残
さ
れ
た
詩
文
だ
け
で
は
知
り
得
な

い
情
報
が
、
こ
の
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
背

景
・
裏
面
を
探
ろ
う
と
し
た
。
な
お
、
妥
当
な
読
解
に
も
と
づ
く
検
討
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
お
ぼ
つ
か
な
い
。
大
方
の
ご
批
正
を
得
た
い
。

　

注
（
１�

）
「
二
疏
」
は
、
漢
の
疏
広
と
疏
受
の
こ
と
。
受
は
広
の
兄
の
子
。
と

も
に
足
る
を
知
っ
て
官
を
退
き
、
称
賛
さ
れ
た
。
『
漢
書
』
（
巻

七
十
一
・
疏
広
）
は
、
そ
の
徳
を
讃
え
る
の
み
で
年
齢
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
。
た
だ
疏
広
伝
の
末
尾
に
は
、
「
皆
以
レ
寿
終
」
二
人
と

も
長
寿
で
な
く
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
「
商
山
の
四

」
は
、
東
園

公
ら
四
人
の
老
人
。
秦
末
の
混
乱
を
避
け
て
商
山
に
隠
れ
て
い
た
。
や
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が
て
漢
の
高
祖
が
太
子
を
廃
そ
う
し
た
と
き
、
張
良
の
招
き
に
よ
っ
て

太
子
を
輔
佐
し
、
廃
太
子
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
。
『
漢
書
』
（
巻

四
十
・
張
良
伝
）
に
、
「
四
人
者
従
二
太
子
一、
年
皆
八
十
有
余
、
須
眉

白
、
衣
冠
甚
偉
」
（
師
古
注
「
所
三
以
謂
二
之
四
一
」
）
と
あ
る
。

（
２�

）
「
三
神
山
」
は
、
神
仙
が
住
む
と
い
う
、
渤
海
に
あ
る
蓬
萊
・
方

丈
・
瀛
洲
の
三
山
。
「
五
天
竺
」
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
五
区
画
。
東
・

南
・
西
・
北
・
中
の
五
大
部
分
に
分
か
れ
て
い
た
。
白
居
易
の
尚
歯
会

詩
の
第
十
一
句
「
除
二
却
三
山
五
天
竺
一
」
に
は
、
「
三
仙
山
・
五
天

竺
図
、
多
二
老
寿
者
一
」
と
自
注
を
付
し
て
い
る
。

（
３�

）
近
年
の
尚
歯
会
に
つ
い
て
の
資
料
紹
介
や
研
究
の
進
展
は
、
後
藤
昭

雄
氏
の
尽
力
に
よ
る
。
そ
の
成
果
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　

��

「
安
和
二
年
粟
田
殿
尚
歯
会
詩
」
（
『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研

究
』
一
九
九
三
年
六
月
・
吉
川
弘
文
館
、
所
収
）

　
　
　
　

��

「
尚
歯
会
の
系
譜
」
（
『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
二
〇
一
二
年

四
月
・
勉
誠
出
版
、
所
収
）

　
　
　
　

��

「
嘉
保
の
和
歌
尚
歯
会
」
（
同
右
）

　
　
　
　

��

「
白
河
尚
歯
会
記
」
（
同
右
）

　
　
　
　

��

「
尚
歯
会
と
書
と
絵
」
（
「
白
居
易
研
究
年
報
」
第
十
七
号
・

二
〇
一
六
年
十
二
月
・
勉
誠
出
版
）

　
　

本
稿
の
論
述
は
、
こ
の
諸
論
考
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
４�

）
「
行
段
」
は
他
の
例
を
み
ず
、
そ
の
意
を
明
確
に
し
が
た
い
が
、
扱

い
や
処
置
に
区
別
差
別
が
あ
る
意
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
５�

）
安
和
尚
歯
会
の
七
叟
の
詩
を
書
き
と
め
た
、
徳
川
美
術
館
蔵
『
尚
歯

会
詩
』
に
は
、
橘
雅
文
「
詔
風
請
解
蒙
泉
凍
、
尚
歯
中
為
最
弟
人
」

（
詔
風
請
ふ
ら
く
は 

蒙
泉
の
凍
り
を
解
か
む
こ
と
を
、
尚
歯
の
中 

最

弟
の
人
為
り
）
と
あ
り
、
こ
の
表
現
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

「
請○

風
」
は
、
「
凍
」
を
「
解
」
か
す
春
の
風
で
あ
る
か
ら
、
「
韶

風
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
梁
の
元
帝
『
纂
要
』
に
は
、
「
韶
景
」

「
韶
節
」
（
『
初
学
記
』
巻
三
・
春
）
な
ど
の
関
連
す
る
語
が
み
え
る
。

ま
た
、
中
唐
の
楊
巨
源
「
楊
花
落
」
に
「
韶〇

〇風
澹
蕩
無
レ
所
レ
依
、
偏

惜
垂
楊
作
二
春
好
一
」
と
あ
る
。

（
６�

）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
藤
原
基
俊
生
年
考
」
（
「
神
女
大
国
文
」
第
七

号
・
一
九
九
六
年
三
月
）
参
照
。

（
７�

）
和
歌
を
詠
じ
る
尚
歯
会
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
会
で

も
題
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

（
８�

）
「
後
于
也
」
は
「
後
る
る
な
り
」
と
読
ん
だ
が
、
本
文
に
問
題
が
あ

り
、
ふ
さ
わ
し
い
読
み
に
な
っ
て
い
な
い
。

（
９�

）
な
お
、
こ
の
時
の
垣
下
の
詩
を
集
め
た
『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』
に

は
、
「
大
相
国
、
後
日
以
二
絶
句
一
被
レ
給
、
亜
相
奉
レ
和
之
由
、
見
二
家

日
記
一
也
。
兵
部
大
輔
所
レ
談
也
。
但
件
詩
失
了
」
と
あ
り
、
後
日
実

頼
と
在
衡
の
間
で
詩
の
贈
答
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
10�

）
こ
の
時
基
俊
が
詠
じ
た
詩
の
注
解
に
つ
い
て
は
、
北
山
・
下
西
忠
・

鈴
木
徳
男
「
藤
原
基
俊
詩
注
（
一
）
」
（
「
高
野
山
大
学
国
語
国
文

学
」
第
十
四
号
・
一
九
八
七
年
一
二
月
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
尚
歯
会

に
お
け
る
詩
の
注
解
に
は
、
本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
一
』

（
一
九
九
二
年
三
月
・
新
典
社
）
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
11�

）
文
人
と
し
て
の
藤
原
実
光
に
つ
い
て
は
、
仁
木
夏
実
「
藤
原
実
光
考

―
院
政
期
儒
者
論
（
一
）
―
」
（
「
詞
林
」
第
三
十
一
号
・
二
〇
〇
二

年
四
月
）
参
照
。

（
12�
）
藤
原
敦
光
に
つ
い
て
は
、
大
曾
根
章
介
「
院
政
期
の
一
鴻
儒
―
藤

原
敦
光
の
生
涯
―
」
（
『
大
曾
根
章
介 

日
本
漢
文
学
論
集 

第
二
巻
』

一
九
九
八
年
八
月
・
汲
古
書
院
、
所
収
）
参
照
。

（
13�

）
『
序
注
』
は
、
影
印
が
和
歌
文
学
会
編
『
論
集 

古
今
和
歌
集
』

（
一
九
八
一
年
六
月
・
笠
間
書
院
）
に
、
翻
刻
が
新
日
本
古
典
文
学
大

系
『
古
今
和
歌
集
』
（
一
九
八
九
年
二
月
・
岩
波
書
店
）
に
収
載
さ
れ

て
い
る
。

（
14�

）
安
和
の
尚
歯
会
の
後
、
会
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
菅
原
輔
正
は
、
無
念

の
思
い
を
詠
じ
て
菅
原
資
忠
に
送
っ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
二
聯
に
、

　
　
　
　

詩
華
吏
部
塵
相
累
、

　
　
　
　
　

�

〈
南
亜
相
尚
歯
会
、
曾
祖
刑
部
尚
書
、
作
二
其
宴
序
一。
一
昨
同
会
日
、

吏
部
員
外
大
卿
亦
以
作
矣
。
両
会
経
レ
年
、
一
家
記
レ
事
。
故
云
〉

　
　
　
　

�

句�

麗
和
州
玉
自
瑩
。

　
　
　
　
　

�

〈
和
州
前
吏
詩
句
多
美
。
最
足
レ
悦
レ
目
之
観
而
已
〉

　
　
　
　

七
叟
交
中
思
二
二
老
一、

　
　
　
　

古
今
猶
顕
我
家
名
。

　
　

�

と
あ
り
、
貞
観
の
会
で
は
「
刑
部
尚
書
」
是
善
が
、
一
昨
日
の
会
で
は

「
吏
部
員
外
大
卿
」
（
式
部
権
大
輔
）
文
時
が
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
序
を
作

成
し
て
い
る
こ
と
に
、
さ
ら
に
「
和
州
前
吏
」
雅
規
の
詩
句
に
は
「
美

多
」
い
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
「
古
今
」
に
わ
た
っ
て
「
我
が
家
」
菅

原
氏
の
文
名
が
現
れ
て
い
る
と
、
誇
ら
し
げ
で
あ
る
。

（
15�

）
顕
昭
の
『
万
葉
集
時
代
難
事
』
も
時
登
の
序
の
一
部
を
引
い
て
い
る
。

こ
れ
に
は
「
会
昌
刑
部
十○

年
之
弟
」
と
あ
り
、
「
八△

代
之
孫
」
と
対
を

な
す
。
し
か
し
、
時
登
と
「
会
昌
刑
部
」
白
居
易
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

尚
歯
会
開
催
時
に
お
け
る
年
齢
差
が
「
十
」
と
な
り
、
実
際
の
年
齢
差

と
は
合
わ
な
く
な
る
。
な
お
『
序
注
』
は
、
「
如
レ
文
者
八
代
、
実
ニ

ハ
九○

○代
也
」
と
付
記
し
、
「
貞
観
刑
部
八△

△代
之
孫
」
の
誤
り
を
指
摘
し

て
い
る
。

（
16
）
月
に
照
ら
さ
れ
た
頭
髪
を
白
髪
と
み
る
表
現
に
は
、

　
　
　
　

�

双
鬢
霜
加
驚
二
老
至
一、 

前
軒
雪
襲
識
二
天
晴
一
（
『
本
朝
無
題
詩
』

巻
一
・
161
、
藤
原
有
信
「
翫
レ
月○

」
）

　
　
　
　

�

迎
レ
霽
風
情
凝
レ
思
少
、
傷
レ
秋
霜
鬢
満
レ
頭
多
（
同
・
186
、
藤
原

敦
光
「
対
レ
月○

言
レ
志
」
）

　
　

な
ど
が
あ
る
。

（
17�

）
時
登
が
「
博
士
」
（
文
章
博
士
）
に
転
じ
た
の
は
、
『
元
秘
抄
』

（
巻
三
）
に
、

　
　
　
　

�

天崇
徳承
二
年
八
月
十
一
日
改
元
〈
長
承
。
依
二
天
変
疾
疫
火
事
一
〉

　
　
　
　
　

大
輔
藤
敦
光
、
博○

○士
同
行
盛
、
同○

菅
時
登

　
　
　
　
　

参
議
左
大
弁
実
光

　
　

と
あ
る
の
で
、
尚
歯
会
の
翌
年
の
八
月
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。


